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緒　言

　スポーツ参加は青年期の身体活動（PA）の維持

に役立ち1），身体的2），心理社会的3）な健康と発達
に好影響をもたらす。しかし，組織化された地域
や学校のスポーツクラブは，離脱率が高い4,5）。

〔二次出版〕

男子高校生における学校運動部からの早期離脱の関連要因：
2.4 年間の追跡調査

―�Frontiers�in�Sports�and�Active�Living,�section�Sport�Psychology�に�
掲載された英語論文の日本語による二次出版―

神藤隆志1 , 2 ），北濃成樹1），永田康喜3），中原（権藤）雄一4），鈴川一宏5），永松俊哉6）

SUMMARY

　学校運動部と早期離脱との関係については，これまで十分に明らかにされていない。本研究の目的は，
福岡県の私立男子高等学校の運動部における早期離脱の関連要因を明らかにすることとした。 1 年生928
名のうち，同校の運動部に所属する331名を本研究の対象とした。2017年 5 月にベースライン調査を実施
し，2019年10月に追跡調査を実施した。本研究では，早期離脱を 3 年生の 4 月よりも早く運動部を辞めた
生徒と定義した。早期離脱の関連要因として，生物学的要因，個人内要因，個人間要因，組織的要因を検
討した。早期離脱を目的変数，検討した関連要因を説明変数とする単変量ロジスティック回帰分析を用い，
オッズ比（OR）と95％信頼区間（CI）を算出した。全体で232名（85.0％）が 3 年生の 4 月以降も運動部への参
加を継続し，41名（15.0％）が早期離脱を経験した。早期離脱との統計学的に有意な関連は，体重（OR = 
0.94，95％ CI = 0.90-0.98），BMI（OR = 0.84，95％ CI = 0.74-0.97），傷害や障害の経験（OR = 0.40，
95％ CI = 0.19-0.87），競技戦績（OR = 0.29，95％ CI = 0.13-0.62），スポーツ経験期間（OR = 0.99，95％
CI = 0.98-1.00）であった。この結果から，生徒の学校関係者や家族は早期離脱の可能性を認識し，生徒が
早期離脱を経験した場合には適切なサポートを提供すべきであることが示唆される。学校の運動部活動の
競技レベルや規範は，学校や運動部によって異なる可能性があるため，今回の知見が他の学校や運動部に
当てはまるかどうか検証する必要がある。
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早期離脱は，身体的健康指標の低下4），心理的困
難，生活の質の低下と関連している5,6）。早期離
脱を予測したり，早期離脱前後の支援策を開発し
たりするためには，まずその関連要因を明らかに
する必要がある。なぜなら，青年期におけるス
ポーツ実践の場で実験計画を採用することには実
務上の制約があるからである7）。
　Crane and Temple8）のシステマティックレビュー
では，早期離脱の理由として，楽しさの欠如，有
能感の認識，社会的プレッシャー，優先事項の競
合，身体的要因（成熟や傷害）の 5 つが挙げられて
いる。Balish ら7）は，早期離脱は年齢を除き，個
人内または個人間要因および心理的要因と関連し
ていることを明らかにしている。一方，参加要因

（傷害など）や制度的要因（スポーツの種類など），
生物学的要因（年齢，身体計測指標，体力など）に
ついては十分に検討されていない。更に，体力と
早期離脱との関係についての検討9,10）や，最近の
先行研究の結果には一貫性がない。早期離脱を理
解するためには，それぞれの要因がどの程度のレ
ベルで関連しているのか，現代に適用できるエビ
デンスが必要である。
　青年期のスポーツ参加は，その後の人生におい
て身体的にアクティブなライフスタイルを送るこ
とができるようになるため，重要である11）。した
がって，青年期におけるスポーツからの早期離脱
に関する問題を検討することは，成人後に身体的
に活発な生活を送る人の数を増やすために有益で
ある。一方，スポーツ離れに関する知見は欧米諸
国に限られている7）。青年期の主なスポーツ環境
は，学校中心型，地域中心型，学校と地域の両方
が中心となるパターンに分類でき，国によって傾
向が異なる12）。欧米諸国が主に学校と地域中心型
の両方，または地域中心型に分類されるのに対し，
アジア諸国の多くは学校中心型に分類される12）。
日本では，学校運動部が青年期における主要な組
織的スポーツの場であり，単なるスポーツ活動で
はなく，教育活動として位置づけられている12）。
高校生の約50％が学校運動部に所属しており13），
生徒の競技レベルも幅広い。運動部に所属する生

徒は，学校生活を通じて 1 つの運動部に所属し続
けるのが規範とされている14）。このような特有な
文化をもつ日本の学校運動部における早期離脱と
の関連要因は，他国のスポーツクラブとは異なる
可能性がある。しかし，日本の学校運動部におけ
る早期離脱に関する縦断的研究は 1 件しかなく，
モチベーションとバーンアウトに焦点を当ててい
る15）。日本の生徒のスポーツ参加の機会と PA を
維持するための戦略を開発するためには，まず日
本の青年期における運動部からの早期離脱の関連
要因をさまざまな観点から探る必要がある。その
後，明らかになった関連要因を，因果関係の推論
や予測を目的とした今後の研究につなげる必要が
ある。さまざまな関連要因を検討・解釈するため
には，スポーツ離脱の社会生態学的モデル7）の枠
組みが有効である。これらの関連要因は，修正可
能である場合とそうでない場合があるが7），早期
離脱の影響を受けやすい特徴として考えられ，早
期離脱に関する予防策や支援策を計画するのに役
立つであろう。
　そこで本研究の目的は，日本の男子高校生の運
動部員を対象として，2.4年間の縦断的調査を行い，
社会生態学的モデルに従って早期離脱の関連要因
をさまざまな角度から検討することとした。日本
の学校運動部では，多大な努力を必要とし，プ
レッシャーのなかでも諦めないことを要求され，
学校生活との関連性が強いという特有な文化があ
るため，有能感の認知やスポーツにおけるソー
シャルサポートなどの心理的要因に加えて，スト
レス対処力や学校生活のウェルビーイングに関す
る項目が早期離脱と関連すると仮説を立てた。

方　法

Ａ．研究デザインと参加者

　本研究は，福岡県にある私立男子高等学校で実
施した。対象校は，運動部に所属する生徒が十分
におり，縦断的研究デザインを受け入れたことを
考慮し，便宜的サンプリングによって選定した。
同校には複数の強豪運動部があるが，スポーツ専
門のコースはなかった。体育の授業で自記式質問

〔二次出版〕 男子高校生における学校運動部からの早期離脱の関連要因：2.4 年間の追跡調査



19�

体力研究 BULLETIN OF THE PHYSICAL FITNESS RESEARCH INSTITUTE  No.122

紙調査を実施し，学校の年次体力テストのデータ
は職員から提供を受けた。ベースライン調査およ
び追跡調査は，2017年 5 月（ 1 年生），2018年 5 月

（ 2 年生），2019年 5 月（ 3 年生），および2019年10

月から12月（卒業の約 6 か月前）に実施した。
　包含基準は，学校の運動部に所属する生徒とし
た。全 1 年生（n = 928）のうち，ベースライン調
査に欠席した者（n = 22）と，研究へのデータ使用
に同意しなかった者（n = 16）を除外した。合計
331名の生徒が包含基準を満たした。
Ｂ．評価項目

1 ．運動部からの早期離脱
　追跡調査では，高校時代を通しての運動部への
参加パターンを調べた。生徒は運動部に所属して
いるかどうかを尋ねられた。運動部に所属してい
ない者は，辞めた年と月を明らかにした。運動部
への参加期間はそれに応じて計算された。運動部
の所属者については，ベースラインから追跡調査
までの期間（すなわち30か月）を割り当てた。非所
属者の場合は，ベースラインから退部時までの期
間とした。日本では，運動部を 3 年生より早く退
部した生徒を早期離脱ととらえることが一般的で
ある14）。そこで本研究では， 3 年生の 4 月よりも
早く運動部を辞めた生徒を早期離脱者と定義した。

2 ．早期離脱の関連要因
　日本の学校運動部における早期離脱の関連要因
は，これまで限られた研究15）しか行われていない
ため，関連要因の候補はさまざまな観点から検討
する必要がある。先行研究7,8）を参考に説明変数
を設定した。具体的には，心理的要因に加え，身
体の傷害や障害，体力，競技戦績など，十分に調
査されていない変数を関連要因の候補として本研
究に含めた。
　現在のところ，先行のシステマティックレ
ビューでは，変数を生物学的要因，個人内要因，
個人間要因，制度的要因，地域社会要因，政策的
要因に分類した社会生態学的モデル7）や，変数を
個人内要因，個人間要因，構造的要因に分類した
余暇制約理論8）を用いて関連要因を解釈している。
本研究では，生物学的要因や個人間要因といった

詳細な分類が本研究に適していると考えられたた
め，社会生態学的モデルを用いて関連要因を分類
した。
1）生物学的要因
　生物学的要因には，身長，体重，体格指数

（BMI），体力が含まれた。身長（学校の健康診断
用の機器を使用）と体重（MC-190，株式会社タニ
タ，東京，日本）を客観的に測定し，BMI を算出
した。標準化された体力テスト16）は，対象校を含
む日本のすべての学校で毎年実施されており16,17），
その合計点を分析に含めた。体力テストは1964年
以来，国によって義務づけられており，その信頼
性はテストマニュアルによって確立されている16）。
体力テストは，握力（筋力），上体起こし（腹筋の
筋力・持久力），長座体前屈（柔軟性），反復横跳
び（敏捷性），50 m 走（スピード），立ち幅跳び（下
半身の爆発力），ハンドボール投げ（上半身の爆発
力），20 m シャトルラン（心肺体力）の 8 項目から
なる。各測定結果は，年齢と性別に特化した日本
の体力標準値を用いて 1 から10までの標準化され
た得点に変換され，合計して分析用の合計得点を
算出した16）。各テストの詳細な測定情報18）および
体力測定の概要17）については，先行研究に記載さ
れている。
2）個人内要因
　個人内要因には，傷害または障害，競技戦績，
毎週のトレーニング時間，主観的な練習の強度，
競技活動の時間，主観的な競技パフォーマンス，
学校生活ウェルビーイング，首尾一貫感覚（SOC）
が含まれた。
　過去 1 年間に日常生活に支障をきたすような傷
害や身体障害の経験は， 2 年生と 3 年生の調査で
評価し，該当する生徒にはその時期についても質
問した。その時期が運動部を退部した時期より前
であれば，「経験あり」とした。
　競技戦績については，過去 1 年間の最高戦績を
尋ねた。回答選択肢は，「都道府県レベル大会以
上の入賞」，「全国レベル大会に出場」，「全国レベ
ル以上の大会で入賞」，「特に入賞した大会はない，
または該当なし」の 4 つとした。何らかの戦績が
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ある生徒は，「都道府県レベルの大会以上の入
賞」に分類された。その他は「特に戦績なし，該当
なし」とした。
　 1 日当たりのトレーニング時間（時間と分）を評
価し，トレーニング日数を乗じて 1 週間の総ト
レーニング時間を算出した。普段のトレーニング
セッションにおける主観的な強度を，「疲労な
し」から「非常にきつい」までの 7 つの選択肢を用
いて測定した。生徒のそのスポーツへの参加状況
として，経験期間（年，月）を評価した。
　競技の戦績にかかわらず，過去 1 か月のスポー
ツのパフォーマンスについて生徒の主観的評価を
求める独自に開発した項目を用いて，主観的な競
技パフォーマンスを評価した。回答は11段階の
リッカート尺度（「最悪のパフォーマンス」= 0 ，

「最高のパフォーマンス」= 10）で行った。
　学校生活ウェルビーイングは，先行研究19）で開
発された22項目の尺度を用いて評価した。 9 項目
は学校生活の充実度， 6 項目は学業成績， 7 項目
は進路決定に関するものであった。
　SOC の測定には，東大健康社会学版 SOC 3 項
目スケール20）を用いた。この尺度は，SOC の下
位概念（処理可能感，有意味感，把握可能感）を 7

つの回答選択肢を用いて評価するものである。ス
コアは 3 ～21の範囲で，スコアが高いほどストレ
ス対処力が高いことを示す。
3）個人間要因
　個人間要因には，スポーツと全般のソーシャル
サポートが含まれた。対象者のスポーツ活動に関
連したソーシャルサポートの認知を評価するため
に，競技者用ソーシャルサポート尺度21,22）を用い
た。この尺度は 5 つの項目からなる：（1） 理解・
激励，（2）尊敬・評価，（3）直接援助，（4）情報提
供，（5）娯楽共有。回答は「大変不満である」（ 1

点）から「大変満足である」（ 5 点）までであった。
5 ～25点の 5 項目の合計点をソーシャルサポート
得点とした。全般的なソーシャルサポートは，日
本語版のソーシャルサポート尺度23,24）を用いて評
価した。この尺度は，家族，重要な他者，友人か
らのソーシャルサポートの認知に関する12項目か

らなる。回答の選択肢は，「全く違う」から「全く
そのとおり」までの 7 つである。12点から84点ま
での合計点が分析に用いられた。
4）組織的要因 

　組織的要因には，スポーツの種類とスポーツ
チームの戦績が含まれた。スポーツの種類は，個
人か集団スポーツかに分類し，所属している部で
判断した。個人スポーツ（武道やラケットスポー
ツなど）でも，集団で行うものもあるが，それら
は個人スポーツに分類した。チームの戦績は，個
人の競技戦績と同じ 4 つの選択肢を用い，チーム
の過去 3 年間の最高戦績で評価した。

3 ．統計解析
　 デ ー タ 分 析 に は SPSS version 27 （IBM, Inc., 

Armonk, NY, USA）を用いた。統計的有意水準は P 

< 0.05とした。 

　対象者の25.7％および18の分析変数のうち15に
少なくとも 1 つの欠損データがあったため（欠損
データの割合は0.6～17.5％），これらの欠損デー
タは，missing at random の仮定（すなわち，欠損
値は変数自体に依存せず，他の観測変数に依存す
る）に従って代入された。我々は，100の多重代入
のデータセット25）を用意し，Rubin のルール26）を
適用して，別々に統合された結果からプールされ
た結果を分析した。
　各関連要因と早期離脱との関係を調べるため，
単変量ロジスティック回帰分析を行い，早期離脱
のオッズ比（OR）と95％信頼区間（CI）を算出した。
早期離脱の関連要因を探索することを目的として
おり，因果関係の推論や予測は行っていないため，
未調整推定値を報告した。OR が 1 より小さい場
合は負の関連を示し，OR が 1 より大きい場合は
変数間の正の関連を示す。OR が 1 から離れれば
離れるほど，より強い関連を示す。

結　果

　全体では， 3 年生の 4 月以降も運動部に継続し
て参加している生徒は232名（85.0％），早期離脱
者は41名（15.0％），データ欠損者は58名であった。
早期離脱者は 1 年生19名， 2 年生22名であった
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（図 1 ）。
　表 1 は，代入データと完全データにおける参加
者の特徴を示している。傷害または障害の経験は，
説明変数のなかで最大の欠損データ率（n = 49，
14.8％）を示した。
　図 2 は生徒のスポーツの種類を示した。個人ス
ポーツは11，集団スポーツは 6 であった。表 2 は
早期離脱に対するロジスティック回帰分析の結果
である。その結果，早期離脱と体重（OR = 0.94，
95％ CI = 0.90-0.98），BMI（OR = 0.84，95％ CI = 

0.74-0.97），傷害または障害の経験（OR = 0.40，
95％ CI = 0.19-0.87），競技戦績（OR = 0.29，95％
CI = 0.13-0.62），スポーツ経験期間（OR = 0.99，
95％ CI = 0.98-1.00）との間に有意な関連が認めら
れた。

考　察

　本研究では，高校生の男子運動部員を対象に，
早期離脱と関連要因との関係について縦断的デザ
インを用いて検討した。その結果，日常生活に影
響を及ぼすような傷害や障害，個人の競技戦績，
スポーツの経験期間が早期離脱と関連していた。
関連要因として報告されていた他の変数（主観的
な競技パフォーマンス，ソーシャルサポートな
ど）は統計的有意性を示さなかった。

　先行の総説では，身体の形態と早期離脱との関
連は十分に検討されていない7）。一方，さまざま
なスポーツをする青少年を対象に早期離脱の関連
要因を調べた横断研究では，BMI は早期離脱と
関連しなかった9）。反対に，青年期の水泳選手を
対象とした横断研究では，早期離脱を経験してい
ない選手のほうが，身長が高かった27）。また，青
年期のバスケットボール選手を対象とした縦断研
究では，ベースラインから 2 年間継続した選手は，
早期離脱を経験した選手よりも身長が高く体重も
重いことを明らかにしている10）。これらの知見か
ら，形態指標はスポーツのパフォーマンスと強く
関係しているため，同じスポーツを継続するとい
う観点で，早期離脱と関連している。
　傷害は早期離脱の関連要因として挙げられてい
る8）。しかし，早期離脱の理由として傷害を報告
した研究がある一方で28,29），傷害は早期離脱には
それほど重要ではないという報告もある30）。なぜ
なら，早期離脱を経験しなかった学生は，そのよ
うな経験をした学生よりも傷害や障害を多く経験
しているからである。同様に，日本における過去
の回顧記述研究では，対象の大学生の41％が高校
時代にスポーツに関連した傷害を経験しており，
傷害を経験した学生の半数以上（54％）が完治前に
スポーツに復帰していることが報告されている31）。

図 1 ．早期離脱の時期
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傷害や障害は早期離脱の原因となりうるが28,29），
運動部活動を継続するうえで，より頻度の高い出
来事ととらえることもできる。
　競技戦績とスポーツ経験期間は早期離脱と有意
に関連していた。Balish ら7）の総説によると，青
年期のレスリング選手は前シーズンの競技戦績が
高いことが早期離脱の少なさと関連していたが30），
研究の質が低く，報告数も少ないため，根拠は不
十分である。その後の研究では，早期離脱を経験

しなかった青年期のバスケットボール選手は，早
期離脱を経験した選手よりも競技経験年数が長い
ことが報告されている10）。このように決定的な研
究がないことから，本研究では，さまざまな学校
運動部における競技戦績，スポーツ経験年数と早
期離脱の関連を新たに報告した。競技戦績の高い
生徒や経験の豊富な生徒は，運動部に参加する目
的で入学を選択する可能性がある。また，スポー
ツ推薦で大学に入学しようとする生徒もいること

〔二次出版〕 男子高校生における学校運動部からの早期離脱の関連要因：2.4 年間の追跡調査

表 1 ．代入および完全データにおける対象者の特徴

変数
代入データ
（n = 331）

完全データ
（n = 235）

欠損データ
n （％）

生物学的要因
　身長，cm（SD） 169.3（5.7） 169.3（5.6）  4（1.2）
　体重，kg（SD）  61.5（10.4）  61.4（10.7）  4（1.2）
　Body mass index, kg/m2（SD）  21.4（3.2）  21.4（3.2）  4（1.2）
　体力スコア，点（SD）  61.9（8.4）  61.5（8.2） 15（4.5）
個人内要因
　傷害や障害の経験 49（14.8）
　　経験なし，人（％）   192（58.1）   134（57.0）
　　経験あり，人（％）   139（41.9）   101（43.0）
　競技戦績  4（1.2）
　　特に戦績なし，該当なし，人（％）   172（51.9）   125（53.2）
　　都道府県レベルの大会以上の入賞，人（％）   159（48.1）   110（46.8）
　 1 週間の総トレーニング時間，時間 / 週（SD）  19.6（5.7）  19.3（5.0）  3（0.9）
　普段のトレーニングセッションの主観的強度，点（SD）   5.0（0.9）   5.0（0.9）  0（0.0）
　スポーツ経験期間，年（SD）   6.4（3.5）   6.5（3.3）  0（0.0）
　主観的競技パフォーマンス，点（SD）   4.9（2.0）   4.8（2.1）  2（0.6）
　学校生活ウェルビーイング
　　学校生活の充実度，点（SD）  37.6（6.2）  37.4（6.2） 16（4.8）
　　学業パフォーマンス，点（SD）  18.6（4.1）  18.6（4.0） 16（4.8）
　　進路選択，点（SD）  24.7（5.1）  24.7（5.1） 17（5.1）
　首尾一貫感覚，点（SD）  14.7（3.5）  14.6（3.2） 16（4.8）
個人間要因
　競技ソーシャルサポート，点（SD）  19.8（3.0）  19.7（2.9）  0（0.0）
　全般ソーシャルサポート，点（SD）  67.0（13.7）  66.7（13.2） 16（4.8）
組織的要因
　スポーツの種類  4（1.2）
　　個人，人（％）   114（34.3）    77（32.8）
　　集団，人（％）   217（65.7）   158（67.2）
　チームの競技戦績  3（0.9）
　　特に戦績なし，該当なし，人（％）    77（23.1）    58（24.7）
　　都道府県レベルの大会以上の入賞，人（％）   254（76.9）   177（75.3）

SD：標準偏差
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が想定される。これらの推測から，スポーツに取
り組む，あるいはスポーツにかかわる進路を選択
するという意思が，早期離脱を回避することにつ
ながっている可能性がある。
　反対に，欧米の先行研究7,8）で確認されている
他の関連要因については，統計的有意性は認めら
れなかった。具体的には，質の高い関連要因であ
る「有能感」7）に相当する「主観的競技パフォーマ
ンス」に注目すべきである。また，早期離脱の関
連要因7）である「スポーツにおける親しい友人関
係の有無」や「コーチとの関係」を含む「競技ソー
シャルサポート」も有意な関連を示さなかった。
これは，本研究では早期離脱者数が少ないため，
統計的検出力が低かった可能性がある。一方，日
本の運動部特有の文化が，関連要因の違いを説明
するかもしれない。もし部が主観的な競技パ
フォーマンスよりも競技戦績を重要視する規範を
もっているならば，その規範が早期離脱の関連要
因に影響を与えるかもしれない。学校運動部また
は生徒の規範を明らかにする今後の調査は有益で
あろう。一方，先行研究では，競技ソーシャルサ
ポートがバーンアウトを緩和すること22）や，バー
ンアウトが学校運動部からの早期離脱と関連する
こと15）が報告されている。しかし，競技レベルが
低い生徒は，次の学年に進むにつれてバーンアウ

トのスコアが悪化する傾向があるにもかかわらず，
活動を継続するよう奨励されるのが普通なのかも
しれない15）。したがって，競技ソーシャルサポー
トが学校運動部におけるバーンアウトなどの心理
状態に影響するとしても，部の特有の文化によっ
て早期離脱には影響しないと考えられる。これら
のことを踏まえ，今後の研究では，運動部活動を
辞めたくても辞められない生徒が存在するかどう
かの確認を検討する必要がある。
　本研究における早期離脱率は15.0％であった。
欧米諸国の研究（ベースラインとフォローアップ
で同じスポーツに取り組んだ場合と異なるスポー
ツに取り組んだ場合を含む）では，早期離脱率は
10～14歳の青少年で33.3％5），14～17歳の青少年
で18.5％32）と報告されている。日本の学校運動部
の調査では， 3 年目の 5 月までに38.0％の早期離
脱が報告されている15）。したがって，対象者の地
域，年齢，スポーツ団体（同一団体への参加有
無）によって早期離脱率に差がある。先行研究と
比較すると，同じ運動部活動であっても，本研究
の対象者の早期離脱率は低くみえる。しかし，関
連要因から，早期離脱しやすい生徒の特徴が読み
取れる。現場への示唆としては，学校の関係者や
生徒の家族が，そのような特徴をもつ生徒に注意
を払い，適切なサポートを提供することが考えら

図 2 ．スポーツ種目の詳細
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れる。一方，本研究の関連要因は競技レベルと密
接に関連しているようである。競技レベルの低い
選手の早期離脱を防ぐには，社会的比較ではなく，
個人のパフォーマンスを成功として扱うことで達
成できるかもしれない30）。以上のことから，学校
運動部活動では，生徒の競技レベルが幅広いため，
競技戦績や社会的比較よりも，パフォーマンス重
視の支援が重要であると考えられる。

　本研究にはいくつかの限界がある。第一に，
「優先順位の競合」や「早期離脱の意向」など，これ
までに報告されている重要な要因を考慮していな
い7,8）。また，スポーツ推薦による大学入学の意
思など，スポーツキャリアの視点が欠けていた。
これらの要因は，制度や文化の違いがあり，早期
離脱に影響を与える可能性がある。学校運動部を
含むさまざまなスポーツ環境において，これらの

〔二次出版〕 男子高校生における学校運動部からの早期離脱の関連要因：2.4 年間の追跡調査

表 2 . 早期離脱に対するロジスティック回帰分析の結果（基準：早期離脱なし）

変数 OR 95% CI

生物学的要因
　身長，cm（SD） 0.94 （0.89 – 1.00）
　体重，kg（SD） 0.94 （0.90 – 0.98）
　Body mass index, kg/m2（SD） 0.84 （0.74 – 0.97）
　体力スコア，点（SD） 0.96 （0.92 – 1.00）
個人内要因
　傷害や障害の経験
　　経験なし，人（％） Ref.

　　経験あり，人（％） 0.40 （0.19 – 0.87）
　競技戦績
　　特に戦績なし，該当なし，人（％） Ref.

　　都道府県レベルの大会以上の入賞，人（％） 0.29 （0.13 – 0.62）
　 1 週間の総トレーニング時間，時間 / 週（SD） 1.00 （1.00 – 1.00）
　普段のトレーニングセッションの主観的強度，
　点（SD）

1.16 （0.78 – 1.72）

　スポーツ経験期間，年（SD） 0.99 （0.98 – 1.00）
　主観的競技パフォーマンス，点（SD） 0.87 （0.75 – 1.02）
　学校生活ウェルビーイング
　　学校生活の充実度，点（SD） 0.98 （0.93 – 1.03）
　　学業パフォーマンス，点（SD） 0.99 （0.91 – 1.07）
　　進路選択，点（SD） 1.00 （0.93 – 1.06）
　首尾一貫感覚，点（SD） 0.98 （0.89 – 1.09）
個人間要因
　競技ソーシャルサポート，点（SD） 0.92 （0.82 – 1.03）
　全般ソーシャルサポート，点（SD） 1.00 （0.98 – 1.03）
組織的要因
　スポーツの種類
　　個人，人（％） Ref.

　　集団，人（％） 1.04 （0.50 – 2.14）
　チームの競技戦績
　　特に戦績なし，該当なし，人（％） Ref.

　　都道府県レベルの大会以上の入賞，人（％） 0.87 （0.41 – 1.84）

単変量解析を実施。太字は統計的有意性を示す（P < 0.05）。 

OR：オッズ比，CI：信頼区間
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要因が早期離脱と関連しているかどうかを明らか
にするため，更なる調査が必要である。第二に，
調査した変数（傷害や障害を除く）は， 1 年目の時
点でのみ評価した。各要因の状態は時間の経過と
ともに変化するため（例：Tsuchiya, 1998），そのよ
うな変化を考慮し，分析する必要がある。加えて，
競技戦績，トレーニング時間，普段のトレーニン
グセッションにおける主観的な強度，主観的な競
技パフォーマンスなど，いくつかの変数が未検証
の尺度を用いて評価されている点にも注意が必要
である。第三に，結果を一般化する際には注意が
必要である。本研究は，競技レベルの高い私立男
子高等学校 1 校（個人競技戦績あり：48.1％，団
体競技戦績あり：76.9％）で実施した。学校運動
部活動の競技レベルや規範は，他の学校や運動部
とは異なる可能性があるため，今後，本研究の結
果がさまざまな学校や運動部に当てはまるかどう
かを検証する必要がある。また，対象校は競技ス
ポーツが盛んな学校であったため，運動部活動の
文化が異なる学校においても，今回の調査結果が
当てはまるかどうかについては，今後の調査が必
要である。また，本研究では男子高校生しか対象
にできなかったため，今後は競技レベルが異なる，
女子生徒や本研究の対象とは異なる発達段階に属
する中学生や大学生を対象とした研究が必要であ
る。

結　論

　本研究により，対象校の運動部において，早期
離脱は，体重・BMI の低さ，日常生活に影響す
るような傷害や障害の経験がないこと，個人の競
技戦績が低いこと，スポーツ経験期間が短いこと
と関連していることが明らかになった。反対に，
欧米諸国での先行研究で挙げられた他の潜在的な
関連要因は，統計的有意性を示さなかった。学校
の運動部は特有な文化をもっているため，生徒の
早期離脱に関連する要因も特有である可能性があ
る。本研究で得られた知見は，生徒の早期離脱の
可能性を認識し，生徒が早期離脱を経験した場合
には，学校関係者や生徒の家族が適切な支援を行

うことが必要であることを示唆している。今後，
関連要因と早期離脱との因果関係やそのメカニズ
ムを明らかにすることで，早期離脱予防策の開発
に役立つと考えられる。
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